
 

            

   亀
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

災
害
に
お
け
る
協
定
を
締
結 

 
 
 
 
 

 

去
る
令
和
６
年
３
月
19
日
（
火
）
に
、
亀
岡
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
「
災
害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

余
部
町
の
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
関
係
者
の

出
席
の
も
と
、
当
会 

満
林
晃
典
会
長
と
市
社
協 

木
村

好
孝 

会
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。 

こ
の
協
定
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
に
対
し
、
当
会
が
要
請
に
応
じ
た
支
援
を
行

う
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
、
機
材
の
提
供
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
災
害
時
の
迅
速
な
情
報
提
供
の
ほ
か
、
平
常

時
に
研
修
や
訓
練
な
ど
で
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
も

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
昨
年
10
月
に
亀
岡
市
と
締
結
し

た
「
一
時
避
難
所
の
提
供
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
く

避
難
所
の
開
設
に
有
用
な
も
の
で
す
。 

市
社
協
の
木
村
会
長
よ
り
「
近
年
、
亀
岡
市
に
お
い

て
も
風
水
害
に
よ
る
被
害
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
地

震
な
ど
を
含
め
、
い
つ
大
き
な
災
害
が
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
状
況
。
万
が
一
に
備
え
、
地
元
の
仏
教
会
様
に

お
力
添
え
い
た
だ
く
こ
と
は
大
変
心
強
い
こ
と
」
と
謝

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

同
様
の
協
定
は
、
亀
岡
市
青
年
会
議
所
が
締
結
し
て

お
り
、
今
回
二
例
目
と
い
う
こ
と
で
す
。 

各
宗
派
に
お
い
て
も
様
々
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
元 

亀
岡
で
の
災
害

時
に
お
い
て
は
、
超
宗
派
の
仏
教
会
が
一
丸
と
な
り
、

市
社
協
と
協
力
す
る
こ
と
で
実
効
的
な
活
動
が
可
能

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
回
の
協
定
を
き
っ
か
け
に
、
日
常
的
に
提

携
や
活
動
す
る
こ
と
で
、
寺
院
が
地
域
の
安
心
や
、
人

の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
場
所
の
提
供
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

今
年
度
を
か
け
て
、
情
報
共
有
や
災
害
時
の
連
絡
体

制
を
整
備
し
て
、
協
定
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
の
構
築

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
別
紙 

協
定
書
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
） 

         

亀
岡
市
佛
教
会
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「
一
時
避
難
所
」
登
録
申
し
込
み 

32
ケ
寺
よ
り
申
し
出
あ
り 

追
加
登
録 

受
付
中 

 

会
員
各
寺
院
に
対
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
一
時
避

難
所
の
開
設
に
つ
い
て
の
登
録
を
受
付
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
５
年
３
月
末
時
点
で
32
ケ
寺
の
寺
院
か
ら
登
録

の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
う
け
、
仏
教
会
で

集
約
し
、
亀
岡
市
自
主
防
災
課
に
申
請
を
し
ま
し
た
。 

今
後
、
市
自
主
防
災
課
よ
り
現
地
調
査
や
避
難
所
プ

レ
ー
ト
設
置
の
可
否
な
ど
の
聞
き
取
り
が
な
さ
れ
ま

す
。
今
回
登
録
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
寺
院
に
直
接

連
絡
が
入
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
対
応
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

登
録
申
請
寺
院
一
覧
（
令
和
５
年
度
末 

現
在
） 

 

光
忠
寺
・
昌
寿
院
・
専
念
寺
・
西
岸
寺 

法
蔵
寺
・
法
得
寺
・
法
華
寺
・
意
泉
院 

林
幽
寺
・
甘
露
寺
・
好
堅
寺
・
春
現
寺 

福
泉
寺
・
極
楽
寺
・
西
光
寺
・
積
善
寺 

龍
洞
寺
・
金
剛
寺
・
三
恵
院
・
真
福
寺 

桑
田
寺
・
神
蔵
寺
・
瑞
巌
寺
・
千
手
寺 

苗
秀
寺
・
小
松
寺
・
浄
福
寺
・
嶺
松
寺 

大
乗
寺
・
寶
光
寺
・
寶
林
寺
・
延
福
寺 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

（
順
不
同
） 

※
駐
車
場
等
の
み
提
供
可
能
の
寺
院
も
含
む 

「
涅
槃
会
」
法
要 

厳
修 

 

令
和
６
年
３
月
５
日
（
火
）
に
ひ
え
田
野
町
・
苗
秀
寺

寺
に
て
、
「
涅
槃
会
」法
要
を
厳
修
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
苗
秀
寺 

大
谷
教
学 

師
の
導
師
の
も
と
、

寺
宝
の
涅
槃
図
を
前
に
、
参
列
の
檀
信
徒
と
と
も
に
、

「
仏
垂
般
涅
槃
略
説
教
誡
経
（遺
教
経
）」を
読
誦
し
ま
し

た
。 法

要
に
引
き
続
き
、
苗
秀
寺
の
大
谷
俊
定 

東
堂
よ
り

「
お
釈
迦
様
の
涅
槃
図
に
学
ぶ
」
と
題
し
、
ご
法
話
。
涅
槃

図
に
描
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て
説
か
れ
、
「
世
界
三
大
宗

教
の
創
始
者
の
中
で
皆
に
惜
し
ま
れ
て
亡
く
な
っ
た
の
は

お
釈
迦
様
だ
け
で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？
」
な
ど

と
、
問
い
か
け
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
、
釈
尊
の
ご
遺
徳

を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
そ
の
教
え
に
つ
い
て
気
づ
き
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
列
者
も
精
緻
に
描
か
れ
た
涅
槃
図
を

目
前
に
、
あ
り
あ
り
と
そ
の
最
期
の
様
子
を
目
に
浮
べ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。 

        

ご
案
内 

「
花
ま
つ
り
」
法
要 

な
ら
び
に 

災
害
一
時
避
難
所
ガ
イ
ダ
ン
ス 

来
る
令
和
６
年
５
月
８
日
（
水
）
に
三
宅
町
・
昌
寿
院

に
て
本
年
度
の
「花
ま
つ
り
」法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。
ま

た
、
今
回
の
災
害
一
時
避
難
所
の
開
設
に
関
し
て
、
自
主

防
災
課
の
担
当
者
か
ら
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
予
定
で
す
。

す
で
に
一
時
避
難
所
提
供
の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ

い
た
会
員
寺
院
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
検
討
中
の
皆
様
も

ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 日
時
：令
和
６
年
５
月
８
日
（水
） 

午
後
２
時
～
午
後
４
時
頃 

会
場
：曹
洞
宗 

昌
寿
院 

（三
宅
町
九
五
） 

＊
詳
細
は
別
紙 

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

 令
和
６
年
度 

仏
教
会
総
会 

 

令
和
６
年
６
月
９
日
（
日
）
16
時
～ 

予
定 

 亀
岡
市 

防
災
士
養
成
講
座 

本
年
度
も
市
主
催
の
防
災
士
養
成
講
座
が
開
催
予
定

で
す
。
費
用
を
抑
え
た
形
で
取
得
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
募
集
は
ま
だ
で
す
が
、
日
程
が
決
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
ま
で
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

令
和
６
年
１１
月
９
日
（
土
）・
１０
日
（
日
）
二
日
間 


